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鶴原製薬株式会社  

 
オメプラゾール錠20mg「TSU」使用上の注意改訂のお知らせ 

 
拝啓、時下益々ご清祥の段お慶び申し上げます。 
平素は弊社製品に対し格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 
この度、オメプラゾール錠20mg「TSU」の使用上の注意を下記のとおり自主改訂致しましたのでご連絡申し上げます。 
今後のご使用に際しましては、新しい〔使用上の注意〕をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

敬具 
 

記 
  

◆「（３）相互作用の２）併用注意」の項に下記を追記致します。（下線部追加箇所） 
改     訂     後 改     訂     前 

（３）相互作用 
２）併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
ジアゼパム   
フェニトイン 

これらの薬剤の作用を

増強することがある。  
ワルファリン 抗凝血作用を増強し、

出血に至るおそれが

ある。プロトロンビン

時間国際標準比(INR)
値等の血液凝固能の

変動に十分注意しな

がら投与すること。 

本剤は主に肝臓のチト

クロームP450系薬物代

謝酵素 CYP2C19 で代

謝されるため、本剤と同

じ代謝酵素で代謝され

る薬物の代謝、排泄を遅

延させるおそれがある。

タクロリムス

水和物 
タクロリムスの血中

濃度が上昇すること

がある。 

相互作用の機序は不明

である。 

ジゴキシン   
メチルジゴキ

シン 

これらの薬剤の作用

を増強することがあ

る。  

本剤の胃酸分泌抑制作

用によりジゴキシンの

加水分解が抑制され、

ジゴキシンの血中濃度

が上昇することがある。

イトラコナゾ

ール 
イトラコナゾールの

作用を減弱すること

がある。 

本剤の胃酸分泌抑制作

用によりイトラコナゾ

ールの溶解性が低下

し、イトラコナゾール

の血中濃度が低下する

ことがある。 
ゲフィチニブ ゲフィチニブの溶解

性がpH に依存するこ

とから、本剤を含む胃

酸分泌抑制剤との併

用により、ゲフィチニ

ブの吸収が低下し、作

用が減弱する可能性

が考えられる。 

高用量の H2 受容体拮

抗剤（ラニチジン）に

よる低胃酸状態によ

り、ゲフィチニブの血

中濃度が低下したとの

報告がある。 

ボリコナゾー

ル 
本剤の Cmax 及び

AUC が増加したとの

報告がある。 

ボリコナゾールは本剤

の代謝酵素(CYP2C19
及び CYP3A4）を阻害

することが考えられる。

ネルフィナビル ネルフィナビルの血

中濃度が低下するお

それがある。 

相互作用の機序は不明

である。 

クロピドグレ

ル硫酸塩 
クロピドグレル硫酸

塩の作用を減弱する

おそれがある。 

CYP2C19 を阻害する

ことにより、クロピド

グレル硫酸塩の活性代

謝物の血中濃度が低下

する。  

（３）相互作用 
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